
こ
と
が
底
あ
る
。

フ
ヂ
ノ
藤
野
鹿
島
都
矢
田
郷
に
臨
す
る
部
務
。

フ
チ
ノ
ウ
へ
湖
上
石
川
郡
戸
板
郷
に
屈
す
る

部
務
。フ

チ
ノ
ウ
へ
マ
チ
淵
上
町
金
縛
の
町
名
。
も

と
勉
湖
町
と
い
う
た
の
を
、
後
に
淵
上
町
と
殴
縛
し

た
も
の
で
あ
ら
う
。
享
和
三
年
幕
府
に
進
達
し
た
郷

庄
分
町
名
に
、
姻
川
錨
淵
町
を
小
名
と
し
て
あ
る
が
、

湖
上
町
は
記
載
し
て
な
い
。

フ
ヂ
ノ
キ
藤
ノ
ホ
石
川
郡
中
村
郷
に
鴎
す
る

部
帯
。
賀
永
誌
に
、
こ
の
村
領
に
悶
進
税
と
い
ふ
者

の
屋
敷
跡
が
あ
る
と
記
す
る
。

フ
ヂ
ノ
セ
践
J

瀬
羽
咋
郡
鎚
訂
郷
に
臨
す
る

部
務
。フ

ヂ
ノ
ハ
マ
藤
r
演
臥
至
郡
阿
岸
郷
に
麗
す

る
部
務
。

フ
ヂ
ノ
ヲ
藤
J

尾
一
一
ヂ
珠
洲
郡
清
水
の
内

の
小
宰
。

フ
ヂ
ハ
シ
藤
橋
鹿
島
郡
矢
田
郷
に
臨
す
る
部

務
。
文
繰
近
年
四
周
十
五
日
前
田
利
家
の
印
番
に
、

『
際
橋
村
、
明
柿
野
に
た
て
さ
せ
尤
候
事
。
』
と
あ
る

か
ら
、
こ
の
時
に
今
の
地
に
碍
じ
来
っ
た
も
の
で
あ

る
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
所
口
近
在
の
藤
橋
村
と
い
ふ

に
、
山
岸
と
云
ふ
百
姓
あ
り
。
怒
如
上
人
の
銃
の
物

を
停
へ
て
、
毎
年
三
用
廿
茸
日
に
弘
め
あ
り
。
』
と
記

オ
る
。フ

ヂ
ハ
ラ
ア
キ
ス
ケ
藤
原
額
舗
顕
季
の
子
。

鳥
羽
天
皇
.
の
天
永
ご
年
十
周
加
賀
守
に
任
ぜ
ら
れ

た
。
そ
の
在
任
中
下
闘
し
居
た
こ
と
は
、
新
古
今
集

に
『
加
賀
守
に
て
侍
り
け
る
時
、
白
山
に
詣
で
た
り

け
る
を
お
も
ひ
出
て
、
日
吉
の
客
人
の
宮
に
て
讃
侍

り
け
る
。
と
し
ふ
と
も
こ
し
の
し
ら
山
わ
す
れ
ず
ぼ

か
し
ら
の
零
を
あ
は
れ
と
も
見
よ
。
』
の
詠
が
あ
る
に

フ
チ

'
l
i
l
i
-
-
1
1
0・

よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

フ
ヂ
ハ
ラ
イ
へ
カ
タ
藤
原
家
方
能
管
永
光
寺

の
澗
谷
記
に
、
そ
の
伽
穫
を
藤
原
家
方
の
寄
滋
に
係

る
と
し
、
而
し
て
永
光
寺
と
関
砲
を
同
じ
く
す
る
総

持
寺
偲
に
は
、
こ
の
家
方
を
笛
樫
家
簡
の
嫡
男
と
す

る
が
、
場
寛
烏
有
の
人
物
ら
し
い
。
大
莱
寺
が
家
簡
に

よ
っ
て
草
創
せ
ら
れ
た
に
倣
ろ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

フ
ヂ
ハ
ラ
タ
ダ
ヨ
リ
藤
原
忠
頼
利
仁
将
軍
四

代
の
孫
。
永
延
元
年
槌
ロ
の
候
人
か
ら
拠
ば
れ
て
加

賀
介
に
任
ぜ
ら
れ
、
下
凶
し
て
政
務
を
執
っ
た
が
、

凶
人
そ
の
徳
に
懐
き
、
任
滋
つ
る
も
そ
の
去
る
を
欲

せ
ず
、
長
徳
元
年
迭
に
永
任
の
勅
許
を
得
た
と
い
ふ
。

フ
ヂ
ハ
ラ
ナ
ホ
ア
キ
藤
原
筒
額
前
秘
中
納
言

政
顕
の
子
。
槌
大
納
言
に
滋
み
、
加
賀
に
下
向
す
る

こ
と
三
回
。
天
文
元
年
能
鷲
で
出
家
し
て
法
名
を
泰

砲
と
い
ひ
、
次
い
で
策
室
と
改
め
、
永
旅
ご
年
入
居

サ
入
日
諸
じ
た
。
八
十
ご
歳
。

フ
ヂ
ハ
ラ
ヒ
コ
ジ
ン
タ
ヤ
藤
原
比
古
紳
枇
鹿

島
郡
三
階
ハ
今
西
三
階
〉
に
鎮
座
す
る
。
紳
祉
駿
録
に
、

『
藤
原
佑
古
称
祉
云
々
。
=
一
階
村
に
在
す
。
今
鎌
足
宮

と
稽
す
。
』
と
あ
る
。

フ
ヂ
ハ
ラ
ヒ
デ
ヒ
ヲ
藤
原
秀
衡
白
山
記
に
、

藤
原
秀
衡
が
南
鍛
坊
の
勘
滋
に
よ
っ
て
、
白
山
頂
上

に
玩
尺
の
金
銅
仰
を
寄
進
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

フ
ヂ
ハ
ラ
マ
ザ
ア
キ
ラ
藤
原
政
頴
槌
大
納
言

教
秀
の
男
。
文
明
十
八
年
櫨
中
納
言
に
上
り
、
永
正

元
年
三
周
.
加
賀
に
下
向
、
大
永
ご
年
七
周
サ
八
日
同

岡
井
上
庄
に
夜
し
た
。
享
年
七
十
一
。
法
名
良
顕
。

在
閥
十
九
年
。

フ
ヂ
ハ

-
7
Sチ
ム
ネ
藤
原
語
宗
大
納
言
経
卒

の
子
。
後
三
傍
天
皇
の
頃
能
奄
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ

の
作
に
指
摘
多
宮
和
歌
合
一
容
が
あ
る
。
こ
の
歌
合
は

延
久
四
年
三
用
十
九
日
祉
顕
に
於
い
て
行
は
れ
た
も

の
で
、
銀
多
宮
が
羽
咋
郡
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
、
一
て
赤
尾
を
棄
て
櫛
北
に
逃
れ
た
と
い
ふ
。
叉
作
見
の

そ
の
申
に
載
せ
ら
れ
た
源
縁
の
懐
を
詠
じ
た
献
が
、
一
砦
を
一
に
藤
丸
の
態
と
い
ひ
、
そ
こ
に
小
寺
新
介
が

後
拾
池
袋
に
は
『
沼
宗
朝
臣
能
菅
守
に
て
侍
り
け
る
一
一
関
た
と
い
ふ
も
同
人
で
あ
ら
う
。
政
春
古
兵
談
に
、

時
国
に
て
よ
め
る
、
源
総
法
師
』
と

L
て
あ
る
の
を
一
天
正
入
年
柴
田
伊
賀
守
が
江
沼
・
能
美
の
賊
将
を
越

以
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
灘
集
に
収
め
ら
れ
一
前
丸
悶
に
招
い
て
殺
害
し
た
と
き
、
佐
見
の
際
丸
新

た
、
『
範
永
の
朝
臣
出
家
し
ぬ
と
き
L
て
、
能
菅
守
に
一
介
が
出
奔
し
た
と
記
す
る
が
、
そ
の
佐
見
は
作
見
の

で
は
べ
り
け
る
こ
ろ
、
同
よ
り
い
ひ
っ
か
は
し
け
る
。
一
課
で
あ
ら
う
。

よ
そ
な
が
ら
世
を
背
き
ぬ
と
き
く
か
ら
に
越
路
の
そ
一
フ
ヂ
マ
ル
ヅ
カ
藤
丸
塚
江
沼
部
作
見
に
あ
る
。

ら
は
打
時
雨
つ
L
O
』
の
献
も
、
亦
遜
宗
が
能
管
に
ゐ
一
笈
憩
紀
聞
に
1

作
見
村
領
翠
制
坂
の
側
に
あ
る
首
松

て

詠

じ

た

も

の

で

あ

る

。

一

を

藤

丸

新

助

の

塚

で

あ

る

と

い

ひ

、

一

誌

に

は

藤

丸

フ
ヂ
ハ
ラ
モ
ト
ト

ε
藤
原
基
富
突
は
基
有
。
一
の
家
臣
上
初
次
郎
左
衛
門
の
塚
と
も
い
ふ
と
あ
る
。

交
錯
元
年
櫨
中
納
言
に
任
じ
、
永

E
元
年
加
賀
に
下
一
フ
ヂ
ム
ラ
ヨ
シ
ナ
リ
藤
村
吉
成
遁
穏
忠
左
衛

・
り
、
三
年
官
そ
齢
し
、
大
永
ご
年
七
用
加
賀
よ
り
上
一
門
叉
は
太
郎
右
衛
門
。
越
前
の
入
。
天
正
中
宮
町
霊

格
、
十
周
正
ご
位
に
限
り
、
三
年
三
周
復
加
賀
に
下
一
政
に
仕
へ
て
四
百
石
を
受
け
、
大
坂
再
役
に
従
軍
し

肉
、
天
文
ご
年
三
月
サ
入
日
在
闘
の
ま
L
諾
じ
た
。
一
て
首
級
三
を
獲
、
銀
一
枚
・
雌
子
ご
を
賞
賜
せ
ら
れ
、

亭

舘

・

七

十

七

銭

。

一

後

寛

永

十

九

年

前

回

利

常

に

仕

へ

て

三

百

行

を

受

フ
ヂ
ハ
ラ
モ
ロ
モ
ト
藤
原
師
基
↓
-
一
ジ
ヨ
ウ
一
け
、
寛
文
近
年
授
。
子
孫
務
に
世
襲
す
る
。

モ

ロ

モ

ト

ご

保

附

基

。

一

フ

チ

メ

シ

ハ

ナ

ザ

レ

扶

持

被

召

放

J
チ
ギ
ヨ

フ
ヂ
マ
キ
藤
巻
臨
至
郡
穴
水
郷
之
内
大
屋
庄
一
ウ
メ
Y

ハ
ナ
サ
レ
知
行
被
召
放
。

に
鴎
す
る
部
務
。
校
村
に
梼
ヶ
原
が
あ
る
。
一
フ
ヂ
モ
ト
タ
ザ
Z
号
ン
藤
本
太
左
衛
門
加
賀

フ
ヂ
マ
キ
ノ
ハ
ナ
藤
巻
の
端
鹿
島
郡
大
泊
の
一
務
の
御
手
役
者
で
、
腕
世
流
太
鼓
を
磁
と
し
た
。
天

内
柳
欄
の
梅
俸
に
あ
る
岩
山
を
い
ふ
。
一
明
茸
年
以
来
父
子
帯
万
を
許
さ
れ
、
年
顕
の
御
目
見

フ
ヂ
マ
ツ
藤
松
白
山
に
て
這
松
を
い
ふ
。
山
一
に
は
諸
橋
櫨
之
謹
・
波
吉
宮
門
の
次
に
列
し
た
。
子

崎
弘
濃
の
山
分
衣
に
、
『
藤
松
護
持
続

uw.U叫
吋
%
と
一
孫
世
々
そ
の
業
を
偲
へ
た
が
、
昭
和
十
ご
年
に
渡
し

い
ふ
松
生
茂
れ
る
が
、
上
ざ
ま
ヘ
生
た
L
ず
て
、
こ
一
た
藤
本
純
吉
に
至
っ
て
業
系
を
断
絶
し
た
。

と
さ
ら
に
刈
な
し
た
ら
ん
や
ろ
に
、
地
に
ひ
ら
み
て
一
フ
チ
ユ
ウ
府
中
鹿
島
郡
矢
田
郷
に
臨
す
る
部

い
と
.
平
ら
か
に
、
限
も
な
く
は
ひ
ひ
ろ
ご
れ
り
。
』
と
一
帯
。
七
尾
の
府
中
町
は
之
を
隣
接
し
て
、
も
と
こ
の

記

す

る

。

村

の

一

部

分

で

あ

っ

た

。

府

中

は

古

府

と

共

に

、

王

朝
の
頃
凶
司
の
衡
を
置
い
た
所
な
る
べ
く
、
畠
山
氏

に
至
っ
て
も
滞
躍
以
後
畿
元
に
奈
る
ま
で
は
こ
の
府

中
に
館
を
櫛
へ
た
。

フ
チ
ユ
ウ
ザ
ン
ノ
ウ
ジ
ン
タ
ヤ
府
中
山
王
紳
枇

鹿
島
都
府
中
に
在
っ
て
、
七
尾
山
王
と
も
い
ひ
、
今

フ
ヂ
マ
ル
タ
ヨ
ウ

作
見
城
。

フ
ヂ
マ
ル
シ
ン
ス
ケ
藤
丸
新
介
江
沼
赤
尾
の

砦
に
属
た
一
向
一
授
の
勝
。
弘
治
元
年
七
用
朝
食
宗

舗
の
兵
南
郷
城
を
陥
務
せ
し
め
た
時
、
新
介
は
恐
れ

藤
丸
披

4
サ
タ
ミ
ジ
ヨ
ウ

七
二
七

!! 
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